
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   



（０１版） 

 

目          次 

 

Ⅰ．基本事項 

１．目的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １ 

２．リスク及び危機管理の対象・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １ 

３．段階に応じた危機レベルと対処・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２ 

４．基本マニュアルと個別マニュアル・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２ 

５．危機管理基本方針・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２ 

 

Ⅱ．組織及び職員の危機管理に対する基本姿勢 

平常時・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２ 

緊急時・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ３ 

 

Ⅲ．平常時のリスク及び危機管理 

１．管理事項の点検・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ３ 

２．危機管理事項の分析と評価・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ３ 

 

Ⅳ．緊急時の対応 

１．職員の初期対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ３ 

２．危機情報連絡のポイント・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ４ 

３．緊急体制の構築・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ４ 

４．情報の収集・発信・連絡・管理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ４ 

５．緊急時の広報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ４ 

 

Ⅴ．危機収束時の対応 

１．記録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ５ 

２．分析・評価と再発防止策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ５ 

 

別紙 １ 段階に応じた危機レベルについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ７ 

別紙 ２ レベル毎の具体的事象について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ８ 

別紙 ３ 緊急時の初動対応の基本チェックシート・・・・・・・・・・・・・・・ １１ 

 

（参考資料） 

１．一時救命措置の手順と留意点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３ 

２．熱中症への対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４ 

３．不審者侵入事案発生時の対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １５ 

４．犯罪予告・不審物等があった場合の対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １７ 

 

―目次― 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（０１版） 

 

学校法人菅原学園危機管理基本マニュアル 

 

Ⅰ．基本事項 

 

１．目的 

  この危機管理基本マニュアル（以下「基本マニュアル」という。）は、学校法人菅原学園 

危機管理規程に基づき、学校法人菅原学園（以下「本法人」という。）において発生する恐 

れのある様々なリスクの顕在化や危機を未然に防止し、また、危機が発生した場合にその 

被害を最小限にとどめることを目的とする。 

 

２．リスク及び危機管理の対象 

  この基本マニュアル及び危機管理個別マニュアル（以下「個別マニュアル」という。）に 

おいてリスク及び危機管理の対象とする事象は、次表に掲げるものとする。 

大 区 分 小 区 分 具  体  例  等 

１．施設・設備に関する 

 リスク 

地震 地震による物的被害 

台風、雨、落雷等 大雨、豪雨、落雷他による物的被害 

火災、暴発 火災、暴発による物的被害 

施設の保守・管理 施設に起因する事故 

廃棄物 廃棄物による汚染 

盗難 盗難による物的被害 

不審者による器物損壊 不審者の侵入による器物破損 

２．生命に関するリスク 

 

授業又は保育中等の 

事故 

実習・実技等の事故、階段・ベランダ・ 

遊具等からの転落、急病等による心肺停

止等、スクールバスの事故、熱中症 

授業以外の事故（学生） 課外活動、余暇、自宅・寮での事故、 熱中症 

入試中の事故（受験生） 入試中の受験生の負傷、疾病、死亡 

業務上の事故（職員） 業務上の事由又は通勤途上における、 

負傷、疾病、障害、死亡 

業務外の事故（職員） 自宅での事故、余暇中の事故 

犯罪被害 不審者侵入、学校等への犯罪予告 

感染症 ＳＡＲＳ、新型インフルエンザ等感染症、0-157 

新型コロナウィルス 

中毒症 給食による食中毒、給食への異物混入、そ

の他食中毒等 

メンタルヘルス 学生、職員の精神的病気 
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大 区 分 小 区 分 具  体  例  等 

３．社会的信用に関する

リスク 

個人情報 個人情報（特定個人情報含む）漏洩、紛失 

機密情報 機密情報漏洩、紛失 

コンピュータ・ネットワーク  

 

ネットワーク障害、ハッキング、ウイルス  

感染、不正行為 

ソーシャルメディア SNSやブログ等による誹謗中傷 

コンプライアンス 法令違反 

ハラスメント 各種ハラスメント 

学生による事件・事故 学生による事件・事故・不祥事・犯罪 

職員による事件・事故 職員による事件・事故・不祥事・犯罪 

 

３．段階に応じた危機レベルと対処 

   リスク及び危機管理の対象とする事象が発生した場合の、段階に応じた危機レベルと対処は別

紙１のとおりとする。また、危機レベル毎の具体的事象については別紙２のとおりとする。 

 

４．基本マニュアルと個別マニュアル 

  基本マニュアルは、本法人のリスク及び危機管理体制全体としての枠組みを示すものであ

り、個別 マニュアルはそれぞれのリスク及び危機に対する具体的な対応策を個別に示すも

の、又は各部署において具体的な対応策を示すものである。 

 

５．危機管理基本方針 

  次のとおり、リスク及び危機管理方針を定める。 

（１）本法人全体的なリスク及び危機管理体制を構築する。 

（２）全職員のリスク及び危機管理意識を高め、また、日常からリスク及び危機に備えるため

に必要な教育・訓練等を実施する。 

（３）リスク及び危機管理に関する活動状況や結果を定期的及び必要に応じて点検し、その都

度リスク及び危機管理体制を見直すシステムを構築する。 

 

Ⅱ．組織及び職員の危機管理に対する基本姿勢 

 

  リスクの顕在化や危機を未然に防止し、あるいは危機が発生した場合にその被害を最小限

にとどめるためには、緊急時はもとより、平常時においても組織及び職員がリスク及び危機管

理意識を持ち、積極的に対応することが不可欠である。 

 

  平  常  時 

① 事件・事故を偶然に起こった出来事または個人的な問題としてとらえていると、リスク 

及び危機の兆候を見逃しかねない。職員は、常日頃からどこかに問題があるのではない  
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かというリスク及び危機意識を持ち、リスク及び危機の要因を的確にとらえる心構えを持 

つこと。常に「もしかしたら・・・」の意識を持つことがリスクの顕在化や危機を未然に

防ぐことにつながる。 

② 職員は、リスク及び危機の要因を見抜く能力を高めるために、日頃から身の回りで発生 

した事故・事件等のリスク及び危機情報に目を配ること。 

③ 職員は、高齢者や障害者、子どもその他特に配慮すべき者の立場をふまえ、常に   

  相手の身になってリスクの顕在化や危機の未然防止に資する行動をとること。 

 

 

 緊  急  時 

① 危機が発生した時は、人命の安全確保を最優先にした具体的かつ適切な対応をとるこ 

と。 

② 職員は「危機」を認識し、躊躇することなく危機管理規程第１４条第１項に基づき報告を行う 

こと。 

③ 緊急時には混乱が予想されるが、受け身的な対応をとることなく状況変化を先読みし、 

主体的に困難を切り開いていく心構えを持つこと。 

④ マスコミからの問い合わせに対しては、部署によって対応が異なることのないよう  

   窓口を一本化するなど対応方法を調整すること。特にマスコミ対応の窓口となる部署は 

当該危機と密接に関連する部署との連絡調整を確実に行うこと。 

⑤ 職員は、大規模な危機及び社会的反響が大きいと思われる危機に際しては、本法人全 

体的な問題としてとらえ、社会の誤解や批判を招くような行動は厳に慎むこと。 

 

Ⅲ．平常時のリスク及び危機管理 

 

１．管理事項の点検 

危機管理責任者は、Ⅰ． ２のリスク及び危機管理の対象とする事象のうち管理すべき事項につ

いて、定期的もしくは必要に応じ点検項目を設定し点検を行う。 

なお、管理すべき事項は、、リスク及び危機の発生頻度や影響度にかかわらず、想定されるもの

全てを対象として行う。 

 

２．危機管理事項の分析と評価 

  危機管理責任者は、上記１の管理すべき事項について、その性格や程度を分析し、予想される

その危機の発生頻度、影響度のレベルをⅠ．３に基づき評価する。 

 

Ⅳ．緊急時の対応 
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１．職員の初期対応 

 ① 所管する業務等を問わず、職員は危機の発生に関する情報を入手したときは、危機管理規

程第１４条第１項に基づき部署危機管理担当者（大学は部門責任者を通じ事務局総務課長）に

報告し、報告を受けた部署危機管理担当者（大学は事務局総務課長）は直ちに部署危機管理

責任者（大学は危機管理担当者）に報告するなど適切な措置を講じること。（大学は報告を受け

た危機管理担当者が危機管理責任者へ報告のうえ適切な措置を講じる。） 

② 警察署、消防署等の関係機関に通報が必要な場合は、担当部署の判断で通報すること。 

なお、緊急の場合は、職員自らの判断で警察署、消防署等に通報を行うこと。 

 

２．危機情報連絡のポイント 

① 入手した内容は、第１報として速やかに伝達すること。 

② 危機情報は「５Ｗ１Ｈ」（だれが、いつ、どこで、なにを、なぜ、どのように）を把握 

することとするが、一部が不明であっても知り得た情報の範囲で取り急ぎ第１報を行うこ 

と。 

なお、緊急時の初動対応にあたっては、別紙３のチェックシートを参考に対応すること。 

③ 入手した内容が、緊急・異常事態に該当するかどうか判断に迷った場合は、まず緊急・ 

異常事態とみなして対応すること。 

④ 危機情報連絡については、原則として「危機事態発生報告書」（「危機管理規程」様 

式１）を使用する。 

 

３．緊急体制の構築 

① 必要に応じて担当部署の危機管理責任者は、情報収集機能、分析・評価機能、緊急対応 

機能、広報機能を有する緊急の対策会議を設置するなど、適切な対応ができるよう緊急体

制を整える。 

② 総括危機管理責任者及び関連部署に連絡するとともに、関連部署と連携して事態の状 

 況把握を行い、問題解決にあたる。 

③ 夜間・休日に発生した場合は、担当部署の危機管理責任者の判断で、必要に応じて部署 

の職員を緊急招集する。 

 

４．情報の収集・発信・連絡・管理 

担当部署の危機管理責任者は、危機情報の第１報以降、当該危機関連情報を収集するとと

もに、現地の状況を確認すべきと判断したときは、現場に急行して事態の状況把握を行う。

また、収集した情報を総括危機管理責任者に報告する。 

 

５．緊急時の広報 

（１）目的 

    緊急時の広報は、危機が発生した場合に発生事象の事実関係、緊急対応の内容・ 

方針、今後の見通しなどについて、いち早く学生、職員及び関係者に広報し、それぞれ 

自身が行う応急対応に資するとともに、拡大被害・２次被害などへの不安を解消するこ 
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とを目的として行う。 

（２）報道機関への情報提供 

   ａ．情報提供 

理事長は、発生した危機の性格、被害の程度、社会に与える影響を考慮し、必要に応 

じて、総括危機管理責任者を通じて以下のとおり報道機関への情報提供を行う。                                     

① 緊急時における情報提供は、緊急記者会見を含む積極的な発言と報道機関から 

の取材・問い合わせ対応により行う。 

② 危機発生直後は、その時点で確認できた内容を、まず発信し、その後は集約さ 

れる情報を必要に応じて随時発信する。 

③ 情報提供にあたっては、憶測や感想を混同することなく、事実のみを発信する。 

④ 収束時には、それまでの経過を整理した既発表情報と追加情報とを区別して発 

信する。 

   ｂ．取材・問い合わせ対応 

     総括危機管理責任者は、担当部署と協議して、その時点で公表できる内容を明確に 

し、責任ある回答ができる職員を定め、報道機関からの問い合わせに対応する。 

 ｃ．前 a において、大学が情報提供を行う場合は、理事長を学長、総括危機管理責任者を

事務局長とする。また、前 b において、大学が取材・問い合わせ対応を行う場合は、総括

危機管理責任者を事務局長とする。 

  （３）記者会見 

記者会見は、報道機関への効率的・効果的な対応、発信内容のばらつきの解消等の 

    効果があるため、以下の事項に該当する場合は、必要に応じて早めに開催する。 

① 報道機関から集中して取材の申し込みがあった場合 

② 社会的な関心が高い、重大な事件、事故等が発生した場合 

③ 本法人の管理責任が問われる重大な事故やミスが発生した場合 

 

Ⅴ．危機収束時の対応 

 

１．記録 

（１）担当部署、関連部署は、各々が行った緊急対応を時系列で記録・整理する。 

（２）担当部署は、各々が行った緊急対応記録の報告を受け、緊急対応の全体の記録を取り

まとめる。 

 

２．分析・評価と再発防止策 

（１）原因分析 

危機管理委員会（「至誠館大学においては大学運営会議」以下同じ。）は、担当部署と協

議し、危機の発生原因、被害拡大原因の分析と課題整理を行う。 

（２）緊急対応の評価 

① 担当部署、関連部署は、各々が行った緊急対応の自己評価を行う。 
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② 危機管理委員会は、担当部署からの緊急対応の全体報告及び各々の緊急対応の評価 

結果をもとに、本法人全体的（大学においては、様々）な視点から危機対策の見直しの

必要性を検証する。 

（３）再発防止策 

    危機管理委員会は、担当部署と協議し、原因分析や自己評価結果に応じて再発防止策 

を講じる。 

 

                                        令和７年４月１日 第１版作成 

 

本マニュアル制定に伴い、危機管理基本マニュアル及び至誠館大学危機管理マニュアルは 

廃止する。 
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１．段階に応じた危機レベルについて 
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通報者は、レベルに関係なく各部署危機管理責任者に通報する。 

（大学は各部門責任者に通報する。） 

 

 

危機の程度        ・怪我、破損、事故が比較的軽微なもの 

             ・社会的影響が低いもの 

担当部署危機管理責任者  ・事態に対処するとともに・事態に対処するとともに危機管理担当者（大学は大

学事務局長）に報告に報告 

危機管理責任者      ・レベル確認を行い、必要に応じレベルを上昇する。 

レベル １ 担当部署（大学は部門）等で対処 

 

 

危機の程度           ・大きな怪我、軽微な事件などで社会的影響が低いもの 

担当部署（大学は部門）    ・危機管理担当者（至誠館大学は大学事務局長）に報告 

危機管理担当者          ・事態に対処するとともに危機管理責任者に報告 

危機管理責任者          ・総括危機管理責任者（法人本部長）に報告 

 

レベル ２ 

 

危機管理担当者で対処 

 

 

危機の程度           ・学校・園に関係する重大な事故、設備・施設の損害。国外での職員等の事故（軽傷は除く）。実習・実技

等での重傷・重体事故。業務上の重傷・重体事故。学校・園内における集団での感染症の発生等 

担当部署（大学は部門）    ・危機管理担当者（大学は事務局長）に報告 

危機管理担当者        ・危機管理責任者に報告 

危機管理責任者        ・総括危機管理責任者（法人本部長）に報告 

 （大学は、大学運営会議を招集（レベル３以上と認識の上）） 

総括危機管理責任者     ・理事長に連絡 

理事長              ・危機管理委員会を招集（レベル３以上と認識の上） 

 

レベル ３ 

 

事態の対応や今後の予防のため危機管理委員会（至誠館大学は「大学運営会議」）を招集 

 

 

危機の程度         ・全体像が掴めない、拡大のおそれがある事態。震度６以上の地震 

・外国で職員等がテロや重大事件に巻き込まれる等 

担当部署(大学は部門)  ・危機管理担当者（大学は事務局長）に報告 

危機管理担当者      ・危機管理責任者に報告 

危機管理責任者      ・総括危機管理責任者（法人本部長）に報告 

総括危機管理責任者   ・理事長に連絡 

理事長            ・危機対策本部の設置 

 （大学は、必要により大学危機管理対策本部を設置）） 

 

レベル ４ 

 

非常事態であり事態の対応や予防のため危機対策本部を設置 

別紙 １ 



 

 

大区分 小区分 レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 備 考 

施設・設 

備に関す

るリスク 

 

 

地   震 

１．震度６弱以上を観測 

２．倒壊により使用不能 

３．大部分の使用不能 

４．地域防災における収容 

施設提供 

１．震度５弱～５強を観測 

２．一部倒壊、二次倒壊の 

可能性あり 

３．部分的使用不能 

 

軽微な損傷（ひび割れ、 

二次倒壊の可能性が低い） 

１．可視的被害なし 

２．使用可能 

 

 

台風、雨、落雷等 

１．倒壊により使用不能 

２．大部分の使用不能 

３．地域防災における収容 

施設提供 

１．一部倒壊、二次倒壊の 

可能性あり  

２．部分的使用不能 

 

軽微な損傷（ひび割れ、二

次倒壊の可能性が低い） 

１．可視的被害なし 

２．使用可能 

 

 

火災、爆発 

１．倒壊により使用不能 

２．大部分の使用不能 

１．一部倒壊、二次倒壊の 

可能性あり  

２．部分的使用不能 

軽微な損傷（ひび割れ、二

次倒壊の可能性が低い） 

１．可視的被害なし 

２．使用可能 

 

施設の保守・ 

管理 

１．倒壊により使用不能 

２．大部分の使用不能 

１．一部倒壊、二次倒壊の 

可能性あり  

２．部分的使用不能 

軽微な損傷（ひび割れ、二

次倒壊の可能性が低い） 

 

１．可視的被害なし 

２．使用可能 

 

廃 棄 物 
 学校・園内外の廃棄物被害 

（２次被害の可能性あり） 

学校・園内外の廃棄物被害 

（２次被害の可能性低い） 

学校・園内外の廃棄物被害 

（２次被害なし） 

 

 

盗   難 

  １．複数個所又は複数回の

被害 

２．再発の可能性あり 

  

不審者による 

器物損壊 

  １．複数個所又は複数回の

被害 

２．再発の可能性あり 

  

２．レベル毎の具体的事象について （０１版） 

－
８
―

 

 



大区分 小区分 レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 備 考 

生 命 に 関

す る リ ス

ク 

 

授業又は保育

中 の 事 故  

（学生・園児） 

１．安否不明 

２．死亡 

３．身柄拘束 

 

入院 

 

軽微な事故・病気 

  

授業外の事故 

（学生） 

 

 

 

 １．安否不明 

２．死亡 

３．身柄拘束 

 

入院 

 

入試中の事故

（受験生） 

１．安否不明 

２．死亡 
入院 軽微な事故・病気 

  

業務上の事故

（職員） 

１．安否不明 

２．死亡 

３．身柄拘束 

 

入院 

 

軽微な事故・病気 

  

業務外の事故

（職員） 

 

 

 １．安否不明 

２．死亡 

３．身柄拘束 

 

入院 

 

犯罪被害 
不審者侵入による、死亡・重

症・重体・軽傷 

    

感染症 
学校・園内で複数の二次感 

染、死亡 

学校・園内で二次感染、重篤

で入院 

学校・園内で二次感染、  

入院 

  

 

中毒症 

学内で飲食その他による 

複数の中毒症で、危篤または

死亡 

学内で飲食その他による 

複数の中毒症で、重篤で入院 

 

学内で飲食その他による 

複数の中毒症で、入院また

は通院 

  

 

メンタルヘル

ス 

うつ状態等の精神的な健康

障害により就労または就学

困難を示す者が複数発生し、

自殺者の群発発生 

うつ状態等の精神的な健康

障害を示す者が複数発生し、

自殺者の発生 

うつ状態等の精神的な健康

障害を示す者が複数発生

し、自殺未遂者の発生 

うつ状態等の精神的な

健康障害を示す者が複

数発生し、入院治療者の

連続発生 

 

 

（０１版） 

－
９
－

 



大区分 小区分 レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 備 考 

社会的信用

に関するリ

スク 

個人情報 個人情報の学校・園外漏洩     

機密情報 学校・園外対応すべきもの  学校・園内のみ対応が可能なもの  

コンピュー

タ・ネットワ

ーク 

 

 

１．学内ネットワークを利用

した犯罪行為 

２．不正アクセスによるシス

テム破壊 

３．ウィルス感染による全法

人的な業務停止 

学内からのスバムメールの

大量送信 

１．ハードウェア障害又はデ

ータ取り扱い不全による

情報消失 

２．不正行為（ファイル共有、

ソフトウェアの違法コピ

ー等） 

  

ソーシャルメ

ディア 

学・園外対応すべきもの  学・園内のみ対応が可能なもの  

コンプライア

ンス 

学・園外対応すべきもの  学・園内のみ対応が可能なもの  

ハラスメント 

 

 ハラスメントの事実が確定 調査委員会を設置 

 

相談者からの報告  

学 生 に よ る 

事件・事故 
生命にかかわるもの 

犯罪性の高いもの（生命にか

かわらない） 
犯罪性の低いもの 

  

職 員 に よ る 

事件・事故 
生命にかかわるもの 

犯罪性の高いもの（生命にか

かわらない） 
犯罪性の低いもの 

  

 

 

 

 

 

 

（０１版） 
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１
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別紙 ３ 

３．緊急時の初動対応の基本チェックシート 

 

緊急連絡・情報収集伝達 

□ １１０番、１１９番通報したか 

□ 危機管理担当者、危機管理責任者に連絡したか 

□ 総括危機管理責任者（法人本部長）に連絡したか 

□ 外部関係機関に連絡したか（必要な場合） 

□ 事態の把握・必要な情報収集をしているか 

□ 何が 

□ いつ、どこであったか 

□ 誰からの情報か 

□ どのような状況か（被害の現状、被害の拡大の可能性） 

□ どのような対処を行ったか 

  □ 第２報以降の連絡体制をとったか 

  □ 通信手段は確保したか 

  □ 危機対応の関係部署との情報を共有しているか 

 

応急対応措置 

□ 被害者対応 

□ 被害者の状況を把握しているか 

□ 応急救護を行ったか 

□ 救助活動を行っているか 

□ 緊急の避難誘導を行っているか 

  □ 避難場所の確保 

  □ 安全な避難ルートの確保 

□ 被害拡大を抑制する措置を行ったか 

□ 関係機関に応援要請をする必要があるか 

□ 立ち入り禁止区域の設定などの措置をとったか 

 

応急対応組織 

□ 危機対策本部を設置する必要があるか 

□ 関係教職員の動員は必要か 

□ 当該危機に関する専門家は必要か 

 

危機広報 

□ 総括危機管理責任者（法人本部長）に連絡したか 

□ マスコミ対応窓口を定めたか 

□ マスコミへの情報提供内容を確定したか 

－１１－ 
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参 考 資 料 

 

 

１．一時救命措置の手順と留意点 

 

２．熱中症への対応 

 

３．不審者侵入事案発生時の対応 

 

４．犯罪予告・不審物等があった場合の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１２－ 
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１．一時救命措置の手順と留意点 

 

                 １ 

 

 

              ２ 

 

 

 

                ３ 

 

 

               ４ 

  

 

                ５ 

 

 

 

 

 

                         ６ 人工呼吸の技術と意思があれば 

 

 

                   ７ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ８ 

 

 

 

－１３－ 

安全確認 周囲の安全を確認する。 

反応はあるか？ 具合を尋ねる 

・傷病者の肩をたたきながら大

声で呼びかける。 

・呼びかけても反応がない場

合、又は傷病者が痙攣中であ

るなど、反応の有無について

の判断に迷う場合には「心停

止」の可能性があるので、  

１１９番通報を行う。 
大声で応援を呼ぶ 

１１９番通報・AED依頼 

通信司令員の指示に従う 

 

なし・判断に迷う 

普段どおりの呼吸はあるか？

か？ 

様子をみながら 

応援・救急隊を待つ 

ただちに胸骨圧迫を開始する 

強く（約５㎝）※１ 

速く（１００～１２０回/分） 

絶え間なく（中断を最小にする） 

※１小児は胸の厚さの約１/3 

 

３ 

 

あり 

なし・判断に迷う 

・傷病者に反応がない場合に

は、胸と腹部の動きに注目し

て呼吸を確認する。呼吸がな

い、または呼吸があるが普段

どおりでない場合、あるいは

その判断に迷う場合心停止   

と判断し、ただちに胸骨圧迫

を開始する。 

AED装着（電源確認） 

胸骨圧迫３０回と 

人工呼吸２回の組み合わせ 

心電図解析 

電気ショックは必要か？ 

・電気ショック 

・ショック後ただちに胸部か

ら再開※２ 

ただちに 

胸部圧迫から再開※２ 

※２強く、速く、絶え間なく胸骨圧迫を 

救急隊に引き継ぐまで、または傷病者に普段通りの呼吸や目的のある仕草が認められるまで続ける。 

必要なし 必要あり 

 

・右前胸部と左側胸部に電極パッ

トを貼付する。（未就学の幼児に

対しては、未就学幼児用モードに

切り替える。） 

・AEDによる心電図解析が開始され

たら、AEDの音声メッセージに 

 従ってショックボタンを押す。 

（出典：一般社団法人日本蘇生協議会「JRC蘇生ガイドライン 2020」） 
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２．熱中症への対応 

（出典：独立行政法人日本スポーツ振興センター、令和２年度スポーツ庁委託事業 

学校における体育活動での事故防止対策推進事業「スポーツ事故対応ハンドブック 

（フローチャート編）」（令和２年１２月）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ めまい・失神 

★ 四肢の筋や腹筋がつり、筋肉痛が起こる。 

★ 全身倦怠感、脱力感、めまい、吐き気、   

嘔吐、頭痛等が起こる。 

★ 足がもつれる。ふらつく。転倒する。突然

座り込む。突然座り込む。立ち上がれない。

等 

熱中症を疑う症状 

熱
中
症
を
疑
う
症
状 

意
識
障
害
の
有
無 

 

 

・ここは ど

こ？ 

・名前は？ 

・今何をして

る？ 

質問をして 

応答をみる 

★応答が鈍い 

★言動がおかし

い。 

★意識がない。 

★ペットボトルの

蓋を開けるこ

とができない。 

  

 

あり 

（疑いも

含む） 

１１９番通報 

涼
し
い
室
内
へ
の
避
難 

涼
し
い
場
所
に
運
び
、
衣
服
を
ゆ
る
め
て
寝
か
せ
る
。 

すぐに救急車を要請し、同時に体を冷や

す等の応急手当てを行う。 

な
し 

 

水
分
摂
取
が
で
き
る
か 

水分塩

分を補

給する 

●スポー

ツドリン

クあるい

は経口補

水液等を

補 給 す

る。 

●熱けい

れんの場

合は食塩

を含んだ 

飲み物や

生理食塩

水（０．

９％）を

補 給 す

る。 

で
き
る 

できない 

症
状
改
善
の
有
無 

改善しない 

症
状
改
善 

経
過
観
察
（
当
日
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
は
し
な
い
） 

病
院
へ
！ 

 

救急車到着までの間、積極的に体を冷やす。 

効果的な冷却方法 

１．氷水・冷水に首から下をつける。 

２．ホースで水をかけ続ける。 

３．ぬれタオルを体にあて扇風機で冷やす。 

※迅速に体温を下げることができれば、救

命率が上がります！ 

身体冷却 

－１４－ 
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３．不審者侵入事案発生時の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ● 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１５－ 

関係者以外の学校等への立ち入り 

（出典：文部科学省「学校の危機管理マニュアル作成の手引」（平成３０年２月）） 

 

 

●不審者とみなすことを躊躇せずに対応する（退去を求める前に危害を加えられることもある。） 

 

●複数の職員での対応を基本とする。●危害を加えるおそれはないか、凶器を持っていないかを確認する。

●不審者の様子によっては、園舎等外に退去したとしても警察に通報する。 

 

 

 

 

退去を求める 

 

●全教職員へ緊急連絡 ●110番通報 ●総括危機管理責任者へ緊急連絡         

 

 

 

 

●退去しない場合は、不審者とみなして警察に通報する。全教職員に周知する。●別室に隔離する場合に 

は、不審者に対応する教職員の安全を最優先する。●園児等を避難させるかどうかの判断をする。 

 

 

 

 

●防御（暴力の抑止と被害拡大の防止） ●不審者の移動阻止 ●園児等の掌握 ●避難誘導 ●警察に

よる不審者の確保 

 

●教職員のすべきことは園児等の安全の確保である。●警察が到着するまで暴力を抑止するために多く

の教職員で防御する。●全園児等の安否を確認する。避難の経路とタイミングを間違えない。 

 

 

 

 

 

 

園児等の安全を守る 

負傷者がいるか 

 

●救急隊の到着まで応急手当 ●速やかな 119番通報 

 

●逃げ遅れた園児等がいないかどうか把握する。●負傷者の程度を的確に救急隊へ伝える。●救急車には

必ず教職員が同乗する。 

 

 

応急手当等をする 

 

●対策本部の設置 ●情報の収集 ●保護者等への説明 ●報告書の作成 ●心のケア ●県（市、都）へ報告 

 

●事故等発生後の連絡、情報収集のための通信方法を複数確保しておく。 

 

 

 

 

事故の対応や措置をする 

不審者かどうか 

対応のポイント 

通報する 

対応のポイント 

対応のポイント 

●退去しない場合は不審者とみなし警察に通報する。全教職員に周知する。●別室に隔離する場合には、

不審者に対応する教職員の安全を最優先する。●園児等を避難させるかどうかの判断をする。 

 

 

対応のポイント 

対応のポイント 

立ち入りの正当

な理由なし 

正当な理由

あり園内等

へ案内する 

退去しない 

退
去
し
た 

いる 
いない 
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－１６－ 

【不審者対応の留意事項】 

 

□ 原則として一人では対応せず、応援を得て二人以上で対応する。 

□ 手を伸ばしても届かないよう、相手との距離を保つ。 

□ 園児等から不審者をできるだけ遠ざける。 

□ 相手に背を向けない。相手が持っている荷物などから目を離さない。 

□ 別室へ案内する場合は、相手を部屋の奥へ案内し、教職員は入り口付近に位置して、 

  出入口を開放する（避難路の確保） 

□ ホィッスル使用、１１０番通報などをためらわない。 

□ 目の前の状況だけで判断しない（すでに園舎等内の別の場所で事件発生の可能性もあ

る）。 

□ 防御は、不審者の取り押さえを目的とせず、園児等に近付けずに、警察の到着を待つ。 
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４．犯罪予告・不審物等があった場合の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１７－ 

学生・教職員等に、以下の対応を指示 

 学生等登校前 学生等在校中 学生等登下校時 

学生等 自宅待機 避難場所へ集合 登下校中の学生等は帰宅 

学校等にいる学生等は避難場所へ集合 

教職員 避難場所へ集合 避難場所へ集合 避難場所へ集合 

事後対応 
・保護者、報道機関対応（必要に応じて） 

・心のケア 

不審電話の入電 校内での不審物発見 

（出典：学校の「危機管理マニュアル」等の評価・見直しガイドライン） 

電話対応 

爆発物について 

・いつ爆発するか、どこにあるか 

・どのようなものか（形状、大きさ等） 

・仕掛けた理由、要求、動機等 

相手の特徴 

・性別 ・年齢（子ども、成年、老年等） 

・声の特徴（高さ・質、方言の有無等） 

・周囲の環境音（電車走行音、駅等のアナウンス音

等） 

危機管理担当者、危機管理責任者ヘ報告 

周辺立入 

禁止措置等 

 絶対に不審物には 

 触らない。 

・付近の学生等に遠ざ

かるよう指示 

・応援を求め、危機管

理担当者、危機管理

責任者への報告を

依頼 

警察（１１０番）通報 

総括危機管理責任者→理事長に第一報           

県（市、都）に第一報 

・気付かれないよう注意しつつ、周辺の教職員に合図 

（〇〇）で知らせ、電話機のスピーカー機能を入れる。 

・電話対応者、周辺教職員のそれぞれが必ずメモを取る。 

・落ち着いて、以下の事項をできるだけ詳しく聴き取る。 

 

  教職員による捜索・点検等は実施しない。 

 


